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“暮らしと村”の再生を目指して――

スーダン、和平合意から1年特集

アフガニスタン 軍事文化からの脱却

〈 報告／軍と人道支援シンポジウム 〉

< スーダン南部のジュバにある自動車整備工場では、長い
   内戦の影響から技師たちの技能蓄積が充分でなく、かつ
   わずかな設備での作業が強いられている >

< スーダン南部のジュバにある自動車整備工場では、長い
   内戦の影響から技師たちの技能蓄積が充分でなく、かつ
   わずかな設備での作業が強いられている >



2Trial & Error  No.251  (2006/3-4)

■コミュニティーのためのレンガ焼き指
導。レンガ焼きの技術を取得して自分た
ちの地域に学校を建て、また収入源へと
つながる。（ジュバ）

■カメラを向けると集まる子供たち。家計を助けるために働く
　子供、遊ぶ子供それぞれだが、皆学校で学べることが楽しい
　と声をそろえる。 　（写真：　UNHCR、キャプションも）

2Trial & Error  No.251  (2006/3-4)

生きるための基盤をつくる――  UNHCRの使命

目指して――

■
帰
り
は
じ
め
た
難
民

　
二
〇
〇
五
年
一
月
九
日
に
締
結
さ
れ
た

ス
ー
ダ
ン
政
府
と
ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放

軍
・
運
動
（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
／
Ｍ
・Sudanese Peoples

　Liberation A
rm
y/M
ovem

ent

）
と
の
間
の
和
平

合
意
は
、
二
十
一
年
間
も
の
内
戦
に
終
止

符
を
打
ち
、難
民
の
帰
還
が
始
ま
っ
た
。一

度
始
ま
っ
た
帰
還
は
、
同
年
七
月
に
Ｓ
Ｐ

Ｌ
Ａ
最
高
指
導
者
の
ジ
ョ
ン･
ギ
ャ
ラ
ン
が

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故
で
不
慮
の
死
を

遂
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
和
平
合
意
後
、
約
七
〜

八
万
人
の
難
民
が
ス
ー
ダ
ン
南
部
に
自
主

的
に
帰
還
し
た
と
推
計
さ
れ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
が
組
織
的
な
難
民
帰
還
を
開
始
し
た

の
は
、
同
年
十
二
月
半
ば
、
ケ
ニ
ア
の
カ

ク
マ
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
百
三
十
一
名

が
最
初
の
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　
〇
六
年
一
月
現
在
、
ウ
ガ
ン
ダ
や
ケ
ニ

ア
な
ど
周
辺
七
ヵ
国
に
は
ま
だ
五
十
五
万

人
の
ス
ー
ダ
ン
難
民
が
存
在
し
、
ス
ー
ダ

ン
内
部
の
国
内
避
難
民
は
五
百
万
人
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
一
月
十
二
日
に
、
ス
ー

ダ
ン
、
ケ
ニ
ア
及
び
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
三
者

合
意
が
成
立
し
た
が
、
同
月
末
に
は
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
や
中
央
ア
フ
リ
カ
と
の
三

者
合
意
も
署
名
さ
れ
る
予
定
で
、
周
辺

七
ヵ
国
と
の
三
者
合
意
が
成
立
す
れ
ば
、

五
月
も
し
く
は
六
月
に
始
ま
る
雨
季
ま
で

の
間
に
約
六
万
人
が
ス
ー
ダ
ン
南
部
に
帰

還
す
る
見
込
み
で
あ
る
（
下
図
参
照
）
。

　
ス
ー
ダ
ン
南
部
に
お
け
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

の
主
要
な
任
務
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
第

※
注
①

C

岸守 一
国連難民高等弁務官事務所 (UNHCR)
駐日地域事務所 副代表

(上図出典：SUDAN Projected Return of Sudanese Refugees
　December 2005, 　UNHCR )C

UNHCRの難民帰還計画(06年)



3 Trial & Error  No.251  (2006/3-4)
※注①　国境を越えてしまった難民が再び国境を越えてもとの国に帰還することを両国政府が認め、そ

　　　　の帰還をUNHCRがサポートすることを3者間で合意すること。

※注②　UNHCRによる支援活動を外部団体が実施するための契約。原則として、UNHCRからの資金に

　　　　加え、実施団体からの自己資金をもって活動を実施する。

3 Trial & Error  No.251  (2006/3-4)

スーダン、和平合意から１年

“暮らしと村”の再生を

一
に
、
周
辺
国
か
ら
の
難
民
帰
還
を
可
能

と
す
る
環
境
作
り
、
第
二
に
難
民
の
自
主

的
帰
還
の
促
進
、
第
三
に
は
難
民
が
故
郷

で
定
着
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。
二

十
一
年
も
の
長
い
内
戦
の
結
果
、難
民･

国

内
避
難
民
が
戻
る
地
域
に
は
、
学
校
や
病

院
は
お
ろ
か
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
が
ほ
と
ん

ど
存
在
せ
ず
、
ま
た
医
者
や
教
師
の
不
足

も
深
刻
で
あ
る
。
雇
用
の
機
会
も
な
け
れ

ば
治
安
も
悪
い
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、
水
、
衛

生
、
教
育
、
所
得
創
出
等
の
分
野
で
、「
共

同
体
に
基
づ
く
難
民
の
再
統
合
計
画

（Com
m
unity Based Reintegration Projects

／
Ｃ
Ｂ

Ｒ
Ｐ
ｓ
）」
を
百
以
上
も
実
施
中
で
あ
る
。
た

だ
、
〇
五
年
に
必
要
な
七
千
六
百
万
ド
ル

の
う
ち
、
集
ま
っ
た
の
は
四
千
二
百
万
ド

ル
で
あ
り
、
〇
六
年
に
は
さ
ら
に
六
千
三

百
万
ド
ル
の
資
金
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

■
Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
の
期
待

　
か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が

ス
ー
ダ
ン
南
部
で
活
動
を
開
始
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
心
強
い
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、

ス
ー
ダ
ン
の
草
の
根
レ
ベ
ル
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
を
模
索
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
最
大
の

都
市
ジ
ュ
バ
で
活
動
し
て
い
る
ス
ー
ダ
ン

教
会
評
議
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
と
共
に
自
動
車
修

理
を
含
む
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
活
動
に
従
事

す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
の
間
で
事
業
実
施
パ
ー
ト

ナ
ー
契
約
を
結
び
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
ス
ー
ダ
ン
南

部
に
帰
還
す
る
難
民
の
定
着
促
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

※
注
②

内戦が吹き荒れたスーダンで和平合意が成立して1年が経った。60万人を超えるとも

言われている国外難民、500万人とも言われる国内避難民の故郷への帰還も少しずつ

進んでいるが、生存の基盤をなにもかも壊し、なにより人の心さえ引き裂いた21年の

内戦の修復はたやすくはない。何をどう乗り越えればよいのか。難民帰還事業に取り

組む国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の岸守一さんと、スーダンでの救援事業開

始のため何度も現地入りしているJVC岩間邦夫の報告をお届けする。(編集部)

■水汲みは子供の仕事。水場が安全で近い場所に
　あれば時間的な負担が減り、勉強する機会も増
　える。（ジュバ近郊・左上）
■20年以上の紛争で南部では学校そのものが不
　足している。校舎も教科書も机もないが、　木
　陰で木の枝の椅子に座って教師の話に熱心に聞
　き入る。（スーダン南部ルンベック・中央上）
■スーダン南部のマラカルは、エチオピアや首都
　ハルツームからの帰還の主要中継拠点。写真は
　マラカルに到着した国内避難民。（右上）
■ジャパン・ブランドは人気が高い。町中の市場
　には、明らかに日本製でないのに“JAPAN”と
　明記されたカバンが並ぶ。（ルンベック・左下）
■スーダン南部、カジョ・ケジ。帰還した家族が
　農作のために土地を耕す。（中央下）

（すべての写真：　 UNHCR、キャプションも）C

特集
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■
つ
わ
も
の
た
ち
と
の
再
会

　
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
で
の
活
動
以

来
、
二
十
数
年
ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
。
Ｊ

Ｖ
Ｃ
代
表
の
熊
岡
と
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
ジ
ュ

バ
事
務
所
所
長
で
あ
る
ベ
ル
ナ
ル
ド
・

カ
ー
ブ
ラ
ッ
ト
氏
と
の
再
会
。
昨
年
十
二

月
、
活
動
形
成
の
た
め
に
熊
岡
と
共
に

ス
ー
ダ
ン
南
部
の
首
都
ジ
ュ
バ
を
訪
問
し
、

難
民
帰
還
に
向
け
て
協
力
関
係
を
協
議
す

る
た
め
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
事
務
所
を
訪
れ
た
時

の
こ
と
だ
っ
た
。

　
筆
者
も
昨
年
四
月
に
初
め
て
ジ
ュ
バ
を

訪
問
し
た
際
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
国
連
Ｐ

Ｋ
Ｏ
時
代
の
仲
間
と
十
三
年
ぶ
り
に
再
会

し
た
。
相
手
は
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）

ジ
ュ
バ
事
務
所
所
長
と
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
氏

の
前
任
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
ジ
ュ
バ
事
務
所
所

長
の
二
人
。
ス
ー
ダ
ン
で
働
く
国
連
職
員

に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

な
ど
国
連
の
大
規
模
な
事
業
が
展
開
さ
れ

た
国
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る
国
を
経
験
し

た
人
た
ち
ば
か
り
が
送
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
で
も
任
期
は

平
均
半
年
か
ら
一
年
。
そ
れ
だ
け
ス
ー
ダ

ン
は
厳
し
い
国
と
言
わ
れ
て
い
る
。
酷
暑

に
加
え
、
電
気
も
水
道
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
今
回
は
熊
岡
も
自
ら
井
戸
か
ら
部

屋
ま
で
バ
ケ
ツ
で
水
を
運
ん
だ
。
ベ
ル
ナ

ル
ド
氏
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ー
ダ
ン
南
部
で

活
動
し
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
そ
の
拠
点
を

快
適
な
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
生
活
環

境
の
厳
し
い
ジ
ュ
バ
に
な
か
な
か
移
さ
な

い
と
嘆
い
て
い
た
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
九
〇
年
代
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
難
民
帰
還
に
お
け
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
と

そ
の
実
績
（
自
動
車
整
備
工
場
を
舞
台
に
帰
還
車

輌
を
整
備
・
修
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
技
術
を

地
元
の
技
師
に
し
っ
か
り
根
付
か
せ
た
こ
と
）

を

知
る
ベ
ル
ナ
ル
ド
氏
を
始
め
と
す
る
多
く

の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
職
員
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ジ
ュ

バ
入
り
、
そ
し
て
同
様
な
活
動
の
実
施
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

■
帰
還
を
目
指
す
人
々

　
〇
五
年
一
月
に
調
印
さ
れ
た
包
括
和
平

条
約
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
の
中
で
、
ス
ー
ダ
ン
で
の

二
十
一
年
に
渡
る
内
戦
は
ア
フ
リ
カ
で
最

長
の
も
の
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、

難
民
と
国
内
避
難
民
の
数
も
ア
フ
リ
カ
で

最
多
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
紛
争
に

よ
っ
て
故
郷
を
追
わ
れ
た
人
々
が
、
紛
争

の
終
結
を
受
け
て
果
た
し
て
す
ん
な
り
と

故
郷
に
帰
れ
る
の
か
ど
う
か
。

　
ス
ー
ダ
ン
南
部
で
は
長
い
内
戦
の
中
で

全
て
が
破
壊
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
水
の

確
保
、
衛
生
環
境
、
保
健
施
設
や
学
校
の

不
足
、
そ
こ
で
働
く
人
材
の
不
足
、
地
雷

の
問
題
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
状
況
で
は
あ
っ
て
も
、
生
ま
れ

故
郷
に
帰
り
た
い
と
い
う
人
々
の
思
い
は

非
常
に
根
強
い
よ
う
で
あ
る
。そ
れ
は
、国

連
機
関
が
昨
年
実
施
し
た
国
内
避
難
民
に

対
す
る
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
約
四

万
五
千
人
を
対
象
と
し
た
サ
ン
プ
ル
調
査
で
、
そ
の

う
か
が

七
割
が
帰
還
を
希
望
し
た
）

か
ら
も
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
筆
者
が
昨
年
九
月
に

訪
問
し
た
ケ
ニ
ア
に
あ
る
ス
ー
ダ
ン
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
、
彼
ら
の
声
を
直
接
聴
く
こ

と
を
通
し
て
得
た
実
感
で
も
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
故
郷
へ
の
帰

還
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
ら

の
真
の
意
味
で
の
生
活
再
建
に
向
け
た
第

一
歩
で
あ
る
と
言
え
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
か
つ

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
、
南
ア
フ
リ

カ
に
お
い
て
も
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
共
に
難
民

帰
還
事
業
に
携
わ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ー
ダ

ン
に
お
け
る
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
帰

還
車
輌
の
整
備
・
修
理
を
通
し
て
帰
還
事

業
を
支
援
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

■
こ
の
国
の
未
来
に
続
く
道
を

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
最
も
広
い
国
土
を
持

ち
、
周
辺
九
ヵ
国
（
南
部
だ
け
で
も
五
ヵ
国
）
と

国
境
を
接
す
る
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
難
民

帰
還
事
業
は
複
雑
極
ま
り
な
く
、
そ
れ
を

支
援
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
を
始
め
と
し
た
国

連
各
機
関
に
と
っ
て
も
壮
大
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
陸
上
輸
送

に
関
し
て
、
舗
装
部
分
が
ほ
と
ん
ど
無
く

道
路
状
況
が
非
常
に
悪
い
こ
と
で
あ
る
。

帰
還
車
輌
が
適
切
に
整
備
・
修
理
さ
れ
る

こ
と
が
な
け
れ
ば
輸
送
は
滞
り
、
人
々
の

帰
還
の
実
現
も
困
難
と
な
る
。し
か
し
、現

在
の
ス
ー
ダ
ン
南
部
に
は
そ
の
整
備
・
修

理
を
充
分
に
担
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
自
動
車
整
備
専
門

家
と
調
整
員
を
派
遣
し
、
帰
還
車
輌
の
整

備
・
修
理
の
任
に
あ
た
る
。
ス
ー
ダ
ン
教

会
評
議
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
が
地
元
で
運
営
す
る

自
動
車
整
備
工
場
が
舞
台
だ
。
長
い
内
戦

の
影
響
で
工
場
の
設
備
は
劣
化
し
、
地
元

の
技
師
た
ち
の
技
能
向
上
の
機
会
も
な

か
っ
た
た
め
、
現
時
点
で
整
備
・
修
理
に

関
す
る
充
分
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
な
い
。

し
か
し
、
今
後
彼
ら
と
共
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
彼
ら
自
身
の
技
術
の
修
得
や
工
場

運
営
の
継
続
、
ゆ
く
ゆ
く
は
地
域
の
自
立

に
も
貢
献
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ス
ー
ダ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
難
民
の
帰
還
、

地
域
の
復
興
、
そ
し
て
和
平
の
定
着
と
多

く
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
か
つ
て
、
イ
ン
ド

シ
ナ
難
民
へ
の
緊
急
救
援
を
き
っ
か
け
と

し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、

地
域
の
復
興
・
開
発
へ
と
活
動
の
幅
を
広

げ
、
か
つ
深
化
さ
せ
て
き
た
。
難
民
帰
還

へ
の
支
援
を
通
し
た
ス
ー
ダ
ン
へ
の
関
わ

り
を
今
後
ど
れ
だ
け
深
め
て
い
け
る
か
、

長
い
道
の
り
の
始
ま
り
で
あ
る
。

ス
ー
ダ
ン
事
業
担
当
　
　

        

岩
間 
邦
夫

『
帰
還
の
足
』
を

　
　
　  

支
え
る

※
注
①

※注①　ヨーロッパの教会系団体から資金援助を受け、内戦中から活動を継続しているスーダン人による団体。

　　　　JVCは昨年の最初の訪問の時から関係を築いてきた。

生
活
再
建
の
第
一
歩
、
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■
資
金
不
足
の
た
め
、
整
備
工
場
に
は
わ
ず
か
な

　
工
具
し
か
な
い
。
技
師
た
ち
が
実
践
で
技
術
を

　
磨
く
こ
と
も
困
難
な
状
況
だ
。

ダルフール：
　　“紛争”を縫い、井戸掘り開始へ

　
ダ
ル
フ
ー
ル
で
の
井
戸
掘
り
に

必
要
な
資
材
調
達
の
た
め
の
資
金

の
支
払
い
を
終
え
、
現
地
で
協
力

関
係
に
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
イ
ス
ラ
ミ
ッ

ク
・
リ
リ
ー
フ
（
Ｉ
Ｒ
）
の
井
戸
掘

り
チ
ー
ム
は
、
い
つ
で
も
活
動
を

実
施
で
き
る
準
備
を
整
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ダ
ル
フ
ー
ル
の
治
安

状
況
は
再
び
悪
化
し
て
お
り
、
今

回
は
現
地
入
り
は
見
送
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
こ
こ
数
ヵ
月
の
間

に
、
村
が
焼
き
討
ち
に
遭
っ
た
り
、

援
助
関
係
者
が
強
盗
に
遭
っ
た
り
、

薪
を
集
め
に
行
く
途
中
の
女
性
が

襲
わ
れ
た
り
等
の
事
件
が
増
え
て
い
る
。

ダ
ル
フ
ー
ル
で
は
〇
三
年
か
ら
反
政
府
勢

力
と
、
政
府
側
の
支
援
を
受
け
て
い
る
と

い
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ウ
ィ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
民
兵
と
の
間
の
紛
争
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
最
近
の
一
連
の
事
件
の
加
害
者
と

し
て
は
双
方
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
悪
化
の
背
景
と
し
て
現
地
の

新
聞
報
道
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
紛
争
に
対
し
て
国
際
社
会
が
明
確
な
歯

止
め
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

そ
の
た
め
こ
の
二
年
余
り
の
間
に
発
生
し

て
き
た
虐
殺
と
も
呼
ば
れ
る
事
態
を
、
結

果
と
し
て
国
際
社
会
が
許
容
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
事
態
の
再
び
の
悪
化
を
招
い
た

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
治
安
の
問
題
を
受
け
て
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
当
面
は
慎
重
に
状
況
を
見
守
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
Ｉ
Ｒ
の
井
戸
掘
り

チ
ー
ム
は
現
地
の
事
情
に
精
通
し
て
い
る

ス
ー
ダ
ン
人
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

ダ
ル
フ
ー
ル
の
な
か
で
も
活
動
が
可
能
な

地
域
も
あ
り
う
る
と
の
判
断
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
半
年
以
内
に
治
安
の
改
善

が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
活
動
場

所
の
変
更
を
含
め
て
再
検
討
の
可
能
性
も

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岩
間
）

■
Ｉ
Ｒ
と
協
力
に
つ
い
て
の
合
意
書
を
交
わ

　
す
。
Ｉ
Ｒ
ス
ー
ダ
ン
駐
在
代
表
の
ア
ド
ナ

　
ン
・
チ
ー
マ
氏
（
左
）
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
熊
岡
。

■
ス
ー
ダ
ン
南
部
の
首
都
、
ジ
ュ
バ
の
街
中
の
　

　
様
子
。

■
整
備
工
場
に
は
、
多
く
の
車
輌
が
整
備
を
さ
れ

　
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。
備
品
や
工
具
の
不
足

　
の
た
め
だ
。

■
活
動
対
象
と
な
る
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
運
営
す
る
自
動
車

　
整
備
工
場
。
ジ
ュ
バ
の
街
中
に
あ
る
。

スーダン、和平合意から１年

“暮らしと村”の再生を目指して――
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報告／軍と人道支援シンポジウム

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
〇
五
年
十
一
月
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
識
者
や
政
府
関
係
者
を
招
い
て

開
催
し
た
。
世
間
の
関
心
が
薄
れ
て

い
る
か
に
見
え
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

だ
が
、
そ
こ
で
は
私
た
ち
日
本
と
の

関
わ
り
も
含
め
、
重
大
な
事
態
が
進

ん
で
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

一
般
市
民
や
国
際
協
力
関
係
者
な
ど

七
十
人
近
く
が
参
加
、
二
時
間
を
超

え
る
活
発
な
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
を
紹
介

す
る
前
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現

状
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

■
伝
わ
っ
て
い
な
い
「
現
状
」

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
は
九
・

一
一
事
件
直
後
に
は
メ
デ
ィ
ア
で
も

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
々
の
関
心

は
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
〇
五
年
夏

の
日
本
人
旅
行
者
殺
害
、
議
会
選
挙

等
で
時
折
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
ど
こ
か
忘
れ

ら
れ
た
国
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
現
実
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治

安
は
逆
に
悪
化
し
て
い
る
。
〇
五
年

は
十
月
ま
で
の
軍
事
作
戦
・
襲
撃
事

件
の
犠
牲
者
数
は
千
四
百
名
と
前
年

の
八
百
五
十
名
を
大
き
く
越
え
て
お

り
、
援
助
関
係
者
も
す
で
に
二
十
九

名
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
。

■
軍
隊
に
よ
る
人
道
支
援
と
は

　
軍
と
人
道
支
援
。
こ
の
全
く
異
な

る
二
つ
の
要
素
が
一
体
と
な
る
動
き

が
、
現
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ

ク
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
地
方
復
興

チ
ー
ム
（Provincial Reconstruction Team

s

／
Ｐ
Ｒ
Ｔ
）
と
呼
ば
れ
、
一
般
的
に
「
軍

事
要
員
と
民
間
援
助
専
門
家
が
チ
ー

ム
と
し
て
復
興
支
援
を
行
な
う
」
形

態
と
さ
れ
て
い
る
。
軍
隊
が
主
体
と

な
っ
て
治
安
を
維
持
す
る
よ
う
な
危

険
地
域
で
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
属
す
る
、
ご

く
少
数
の
文
民
も
し
く
は
軍
人
が
復

興
支
援
を
行
な
う
と
い
う
も
の
だ
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
〇
二
年
よ

り
開
始
さ
れ
た
。
現
在
で
は
米
軍
中

心
型
が
十
二
ヵ
所
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
中
心

型
が
九
ヵ
所
、
全
国
展
開
し
て
お

り
、
今
後
も
拡
大
す
る
予
定
だ
。
一

方
、
イ
ラ
ク
で
も
米
政
府
を
主
体
と

し
た
Ｐ
Ｒ
Ｔ
が
〇
五
年
十
一
月
に
発

足
し
、
今
年
の
春
ま
で
に
全
土
で
十

六
ヵ
所
に
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
軍
と
人
道
支
援
。
こ
の
二
つ
の
要

素
の
連
携
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
歴
史
的

背
景
が
あ
る
。
九
〇
年
代
の
ル
ワ
ン

ダ
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
と

い
っ
た
武
装
勢
力
が
存
在
す
る
不
安

定
な
政
治
環
境
の
中
で
、
人
道
支
援

が
し
ば
し
ば
無
力
化
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
人
道
支
援
機
関

と
の
連
携
を
強
化
す
る
必
要
性
が
現

場
か
ら
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

軍
民
協
力
（Civilian-M

ilitary Cooperation

／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）

の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が

関
係
者
の
中
で
模
索
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
現
在
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
と
い
う
新

た
な
支
援
形
態
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

の
で
あ
る
。

■
今
だ
か
ら
話
し
合
い
た
い

　
武
器
に
よ
ら
な
い
人
道
支
援
を
通

じ
た
平
和
作
り
を
目
指
す
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に

と
っ
て
、
こ
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
や
Ｐ
Ｒ

Ｔ
の
潮
流
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
現
時
点
で
は
明
確
な
答
え
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。し
か
し
、武

力
か
ら
の
中
立
性
を
標
榜
す
る
人
道

支
援
機
関
と
、
そ
も
そ
も
人
を
殺
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
軍
隊
が
い
っ

し
ょ
に
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
は
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
？
　
と
い
う
疑

問
が
私
た
ち
に
は
あ
る
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係

者
か
ら
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
よ
っ
て
軍
隊

と
人
道
支
援
機
関
の
境
界
線
が
あ
い

ま
い
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
一
般
の
ア
フ
ガ
ン
人
か
ら
す
れ

ば
、
援
助
関
係
者
も
米
軍
も
同
じ
に

見
え
る
と
い
う
わ
け
だ
。
ま
た
、
日

本
政
府
は
文
民
や
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ

へ
の
参
加
を
各
国
政
府
か
ら
非
公
式

に
打
診
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
現

在
の
「
国
際
協
力
」
の
あ
り
方
は
、
日

本
が
進
め
つ
つ
あ
る「
国
際
協
力
」の

今
後
を
考
え
る
上
で
も
き
ち
ん
と
見

据
え
る
必
要
が
あ
る
。

アフガニスタン  軍事文化からの脱却

アフガニスタン事業担当　長谷部 貴俊

2005年11月28日(月)／東京

主催：日本国際ボランティアセンター(JVC)

協力：日本紛争予防センター

後援：庭野平和財団

※注①　米国型PRTがそれまでのCIMICと決定的に異なるのは、米軍が武力勢力に対して戦闘そのものを

　　　　実施している中で復興を同時に実施している点である。

※
注
①



7 Trial & Error  No.251  (2006/3-4)

　
テ
ー
マ
の
一
つ
め
は
Ｄ
Ｄ
Ｒ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
紛
争
の
当
事
者
で
あ

る
武
装
勢
力
か
ら
武
力
を
取
り
上
げ
、

彼
ら
が
通
常
の
社
会
活
動
や
仕
事
に

就
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
促
進
す

る
活
動
で
あ
り
、
紛
争
後
の
社
会
に

お
け
る
復
興
・
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の

で
あ
る
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
実
際
に
日
本

政
府
が
主
導
し
た
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
指
揮
を

取
っ
た
伊
勢
　
氏
は
、
地
方
軍
閥
の

六
万
三
千
人
を
武
装
解
除
し
、
軍
閥

が
そ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た
中
・
重

火
器
を
無
力
化
し
た
こ
と
を
あ
げ
、

政
治
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
Ｄ
Ｄ
Ｒ
は
成

功
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
ま
た
、
現

在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治
安
悪
化

に
関
し
て
は
、
新
国
軍
の
設
置
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
の
地
方
へ
の
治
安
展
開
、
警

察
育
成
等
の
治
安
部
門
改
革
の
遅
延

に
原
因
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
田
中
氏
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

政
治
状
況
に
関
し
て
、
昨
年
九
月
に

実
施
さ
れ
た
国
政
選
挙
で
は
事
前
に

犯
罪
・
武
装
・
麻
薬
取
引
に
関
係
し

た
候
補
者
が
除
外
さ
れ
る
条
件
に

な
っ
て
い
た
が
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
対
象
と
な
る
五
千
名
の
う
ち
実
際

に
は
三
十
名
程
度
し
か
除
外
さ
れ
な

か
っ
た
事
実
を
あ
げ
、
当
選
者
の
二

百
四
十
九
名
の
中
で
少
な
く
と
も
八

十
名
は
犯
罪
に
関
わ
っ
て
い
る
と
指

摘
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

き 

ぜ 

ん

ク
タ
ー
が
毅
然
と
し
た
態
度
で
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
に
関
わ
っ
て
い

な
い
と
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
谷
山
か
ら
は
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ

と
い
う
象
徴
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む

こ
と
の
み
で
は
既
存
の
軍
閥
が
実
際

に
は
解
体
さ
れ
ず
、
そ
れ
ま
で
保
持

し
て
い
た
軍
事
力
と
経
済
力
の
み
な

ら
ず
公
権
力
を
も
手
中
に
し
た
こ
と

に
な
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
伊
勢
　
氏
か
ら
、
あ
る

意
味
で
は
Ｄ
Ｄ
Ｒ
が
軍
閥
に
対
し
て

免
罪
符
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
面
も
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
Ｄ

Ｄ
Ｒ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る

軍
事
か
ら
民
事
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変

換
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
そ

れ
以
外
の
も
の
で
は
な
い
、
と
の
見

解
が
示
さ
れ
た
。

　
次
の
テ
ー
マ
は
Ｐ
Ｒ
Ｔ
で
あ
る
。

今
井
氏
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
関
し
て
日
本
国
内
で
一
般

的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
側
面
の
説
明

が
あ
っ
た
。
治
安
部
門
改
革
と
復
興

支
援
活
動
を
通
じ
て
、
中
央
の
権
威

を
地
方
に
拡
大
す
る
こ
と
が
Ｐ
Ｒ
Ｔ

の
目
的
で
あ
る
こ
と
。
ひ
と
く
ち
に

Ｐ
Ｒ
Ｔ
と
言
っ
て
も
、
米
国
型
、
英

国
型
、
ド
イ
ツ
型
と
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
る
こ
と
。
治
安
の
安
定
化
に

寄
与
し
、
ま
た
文
民
援
助
要
員
が
入

り
込
め
な
い
治
安
の
不
安
定
な
地
域

に
も
支
援
を
届
け
ら
れ
る
と
い
っ
た

肯
定
的
な
意
見
も
あ
る
こ
と
。
一
方

で
、
安
全
地
域
で
も
Ｐ
Ｒ
Ｔ
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
人
道
援
助
の
原
則
に

反
す
る
と
い
っ
た
否
定
的
な
意
見
も

あ
る
こ
と
、
な
ど
が
提
示
さ
れ
た
。

　
続
い
て
谷
山
よ
り
、
〇
五
年
二
月

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
ク
ナ
ー
ル
県

の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
支
援
の
地
方
診
療
所
が
米

軍
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
よ
っ
て
一
時
占
拠
さ

れ
、
住
民
に
診
療
も
し
な
い
で
薬
を

配
布
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
米
軍
の

Ｐ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
妨
害
の

事
例
と
し
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
米
軍
に
抗
議
を
申
し
入
れ
、
再

発
防
止
を
申
し
入
れ
た
。
そ
の
結

果
、
国
際
赤
十
字
は
こ
の
事
例
を
も

と
に
米
軍
の
行
動
が
国
際
人
道
法
に

違
反
し
て
い
る
と
判
断
し
、
そ
の
判

断
を
受
け
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
米
軍

司
令
部
は
各
部
隊
に
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活

動
し
て
い
る
診
療
所
で
は
Ｐ
Ｒ
Ｔ
は

伊勢　 賢治氏

今井 千尋氏

日本エネルギー経済研究所中

東研究センター研究主幹、元

国連アフガニスタン特別ミッ

ション政務官

谷山 博史

立教大学大学院21世紀社会

デザイン研究科教授、日本紛

争予防センター理事、元日本

政府特別顧問・アフガニスタ

ン大使館DDR班班長

パネリスト紹介

田中 浩一郎氏

JVC アフガニスタン事務所

代表
内閣府国際平和協力本部事務

局国際平和協力研究員

※参考文献　・『米、軍民一体の戦後復興』　朝日新聞記事 2005/12/15付

　　　　　　・『紛争と人間の安全保障　～新しい平和構築のアプローチを求めて～』

　　　　　　　　　篠田英朗・上杉勇司編　国際書院　2005年

Ｄ
Ｄ
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装
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も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
実

績
を
活
か
し
地
域
復
興
開
発
に
力
を

入
れ
る
べ
き
、
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

伊
勢
　
氏
は
自
衛
隊
の
派
遣
に
関
し

て
、
他
国
に
軍
隊
が
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
の
意
味
合
い
の
大
き
さ
を
日

本
人
は
真
剣
に
考
え
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
述
べ
、
現
在
の
改
憲

議
論
が
安
易
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

た
。
最
後
に
谷
山
が
、
現
在
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
問
題
は
「
戦
争
が
で

民主化を果たした当時、多彩な民族が共存していく

さまを指して「虹の国」と呼ばれた南アフリカ。し

かし現在、この国はHIV/AIDSの脅威にさらされてい

る。昨年8月から、JVCは南アフリカのリンポポ州

において現地NGOとともにHIV/AIDSの予防啓発と

HIV陽性者への支援活動を始めた。その最前線の現

場に入っているスタッフが報告する。（編集部）

指
摘
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
　
氏
は
そ

も
そ
も
殺
人
装
置
で
あ
る
軍
隊
と
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
協
力
は
原
則
と
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
力
説
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
、
日
本

政
府
は
ど
う
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復

興
・
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
べ
き

か
の
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。
田
中
氏

か
ら
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

お
い
て
外
国
軍
隊
の
存
在
は
治
安
の

最
低
条
件
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
に
自
衛

隊
を
派
遣
し
て
い
る
日
本
が
な
ぜ
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
同
様
の
こ
と
が
で

き
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
呈
さ

れ
た
。
一
方
、
今
井
氏
は
私
見
と
し

て
、
日
本
は
自
衛
隊
の
派
遣
よ
り

JVC南アフリカ HIV/AIDS
プロジェクトマネージャー

青木 美由紀

　◎ http://blog.livedoor.jp/share_jp/
　◎ http://www.ngo-jvc.net/ →『南アフリカ・リンポポ通信』

HIV/AIDSHIV/AIDS

虹の国の課題
  ―― HIV/AIDS

青木が現地での生活をつづっているブログです。
活動のことだけでなく、普段の生活の中から見え
てくる南アフリカをお届けしています。必見！

活
動
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
た
指

令
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　
谷
山
は
Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
問
題
点
と
し

て
、
①
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
援

助
の
中
立
性
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
特
に
米
国
型
は
タ
リ
バ
ン
掃
討

の
一
環
で
あ
る
こ
と
、
②
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が

直
面
し
た
例
で
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
の
援
助
手

法
が
ば
ら
ま
き
に
近
い
も
の
で
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
な
い
こ
と
、
を

き
る
国
に
な
ろ
う
し
て
い
る
日
本
」

に
向
け
て
の
問
題
で
も
あ
る
、
と
参

加
者
に
投
げ
か
け
た
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
政

策
立
案
に
関
与
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
方
々
と
の
対
話
の
中
で
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
、
そ
し
て
今
後

の
日
本
の
国
際
貢
献
の
あ
り
方
を
議

論
し
て
い
く
重
要
性
が
改
め
て
感
じ

ら
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

日
本
政
府
の

　   

関
わ
り
方
は

ブログ更新中です！ブログ更新中です！
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南
ア
フ
リ
カ
は
国
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽

性
者
（
＝
感
染
者
）
数
が
世
界
で
最
も

多
い
と
さ
れ
、
人
口
の
約
一
二
％
に

あ
た
る
五
百
三
十
万
人 

が
感
染
し
て

い
る
。
ま
た
、
母
子
感
染
な
ど
か
ら

子
ど
も
の
陽
性
者
数
も
多
く
、
次
の

世
代
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
始

め
て
い
る
（
左
上
表
参
照
）
。
し
か
し
、

政
府
の
取
り
組
み
は
非
常
に
遅
れ
て

お
り
、
よ
う
や
く
〇
四
年
四
月
か
ら

公
的
な
病
院
で
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

薬
（
Ａ
Ｒ
Ｖ
）
が
導
入
さ
れ
始
め
た
ば

か
り
で
あ
る
。

■
遅
れ
を
と
っ
た
リ
ン
ポ
ポ
州

　
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る

リ
ン
ポ
ポ
州
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
最

も
北
に
位
置
し
、
ボ
ツ
ワ
ナ
と
ジ
ン

バ
ブ
エ
、
そ
し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と

の
国
境
に
面
し
て
い
る
と
て
も
自
然

豊
か
な
美
し
い
地
域
で
あ
る
。
人
口

は
約
五
百
二
十
八
万
人
で
、
う
ち
九

七
％
が
黒
人
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は

全
国
の
中
で
最
も
高
い
。
水
道
や
電

気
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状

況
も
他
州
と
比
較
し
低
位
に
あ
り
、

貧
困
州
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
エ
イ
ズ
治
療
に
お
い
て
も
一
番
遅

れ
て
い
る
州
で
、
よ
う
や
く
〇
四
年

八
月
か
ら
Ａ
Ｒ
Ｖ
を
用
い
た
治
療
が

開
始
さ
れ
た
が
、
〇
四
年
末
の
時
点

で
Ａ
Ｒ
Ｖ
は
ま
だ
千
人
に
も
行
き

渡
っ
て
い
な
い 

。
大
部
分
を
農
村
が

占
め
て
い
る
リ
ン
ポ
ポ
州
は
都
市
部

に
比
べ
て
情
報
や
支
援
が
非
常
に
不

足
し
て
お
り
、
多
く
の
予
防
啓
発
活

動
や
在
宅
ケ
ア
な
ど
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま
た
、
地
方
に
行
け
ば
行
く
ほ

ど
差
別
や
偏
見
が
強
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
が
わ
か
っ
て
も
そ
の
事
実
を
誰
に

も
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
孤

立
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。

■
差
別
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
　

　
身
近
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

　
特
に
差
別
や
ス
テ
ィ
グ
マ
が
強
い

リ
ン
ポ
ポ
州
の
農
村
地
域
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
シ
ェ
ア
は
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
住
民
参
加
型
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
啓
発
及
び
感

染
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
昨
年

八
月
か
ら
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ａ
Ｐ 

と
一

緒
に
実
施
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ａ
Ｐ

は
、
九
一
年
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
に
焦
点
を
当
て
た
活
動
を
し
て
い

る
。
活
動
の
柱
は
四
つ
あ
り
、
①
学

校
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
白
人
農
場
な
ど

で
実
施
す
る
ド
ラ
マ
な
ど
を
通
し
た

予
防
啓
発
活
動
、
②
慢
性
疾
患
を
含

む
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
村
人
た

ち
へ
の
在
宅
ケ
ア
の
提
供
、
③
エ
イ

ズ
の
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
、
④
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
支
援
な
ど
で
あ
る
。

■
立
ち
上
が
る
陽
性
者
た
ち

　
こ
の
四
つ
の
活
動
の
う
ち
、
特
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
五
ヵ
月
間
で
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。
毎
月
一

回
開
催
さ
れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、

ま
だ
誰
に
も
自
分
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染

し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
ず
に
い

る
人
、
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
苦

し
ん
で
い
る
人
、
地
域
の
人
々
か
ら

差
別
を
受
け
悩
ん
で
い
る
人
、
一
方

で
周
り
か
ら
な
ん
と
言
わ
れ
よ
う
と

「
自
分
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
と
自
分
が
陽

性
（
＝
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
前
向
き
に
歩
ん
で
い
る
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
。

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
何
と
い
っ

て
も
当
事
者
同
士
が
地
域
や
家
庭
の

中
で
は
誰
に
も
聞
け
な
い
い
ろ
い
ろ

な
質
問
や
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る

貴
重
な
場
で
あ
る
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
ば
か

り
の
八
、
九
月
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ

に
任
せ
き
り
の
彼
ら
だ
っ
た
が
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
「
自
分
た
ち
の
た

め
の
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
」
と
い

う
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
、
十
一

月
に
は
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
代
表
、

副
代
表
、
書
記
、
会
計
な
ど
を
選
び
、

自
分
た
ち
で
運
営
し
て
い
こ
う
と
い

う
動
き
が
出
て
き
た
。〇
六
年
は
、グ

ル
ー
プ
の
名
前
を
決
め
、
自
分
た
ち

の
活
動
計
画
を
立
て
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。

　
ま
ず
は
陽
性
者
が
正
し
い
知
識
を

持
ち
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
陽
性
者
同
士
が
支
え
あ
え
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
は
陽
性
者
が
地
域

の
中
で
予
防
啓
発
活
動
の
主
体
と
な

れ
る
こ
と
を
目
標
に
、
彼
ら
の
活
動

を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

■
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
が
在
宅
ケ
ア
を
行

　
な
う
様
子
。

※
注
②

※
注
③

※
注
④

※
注
①
　http://w

w
w
.tac.org.za/D

ocum
ents/

　
　
　

　
　
　
　A

R
V
R
o
llo
ut/arvstats.htm

※
注
②
　
社
会
や
他
人
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
る
、
ネ
ガ
　

　
　
　
　
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
の
レ
ッ
テ
ル
。

※
注
③
　
保
健
医
療
専
門
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
Ｓ
Ｈ
Ａ

　
　
　
　
Ｒ
Ｅ
＝
国
際
保
健
協
力
市
民
の
会
。

※
注
④
　T

ivoneleni V
avasati (

現
地
の
シ
ャ
ン
ガ
ー
ン
語

　
　
　
　
で
、「
女
性
よ
、
自
分
自
身
を
守
ろ
う
」
と
い
う

　
　
　
　
意
味) A

ids A
w
areness P

roject

の
略
。

出典：2004 Report on the Global AIDS Epidemic: 4th Global Report, Geneva
 　　  World Health Report 2004, Geveva: WHO

総人口

成人 (15～49歳) の HIV感染率 (03年末)

HIV陽性者数 (03年末)

　成人女性

　子ども (0～ 14歳)

エイズによる死亡者数 (03年)

エイズによる遺児 (0～17歳)

南アフリカのHIV感染状況

※
注
①

4,480万人

21.5%

530万人

290万人

23万人

37万人

110万人
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ラ
オ
ス
語
の
「
ナ
ム
ト
ゥ
ア
ム
」

は
日
本
語
で
は
一
般
的
に
「
洪
水
」

と
訳
さ
れ
る
。
〇
五
年
、
ラ
オ
ス
は

洪
水
に
ひ
ど
く
襲
わ
れ
た
年
で
あ
っ

た
。
ラ
オ
ス
全
体
の
洪
水
被
害
面
積

は
全
国
で
五
万
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ラ
オ
ス
が
活
動
す
る
カ

ム
ア
ン
も
、
こ
こ
十
年
で
最
高
の
雨

量
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
洪
水
」
と
は
悪

い
面
ば
か
り
で
は
な
い
。
洪
水
に

よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
魚
は
村
人
の

現
金
収
入
の
一
部
に
な
り
、
ま
た
肥

え
た
土
壌
も
運
ん
で
く
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
日
本
語
で
い
う
自
然
災
害

の
「
洪
水
」
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
調
べ
て
み

お
お
み
ず

る
と
、「
ナ
ム
ト
ゥ
ア
ム
」
を
「
大
水
」

と
訳
し
て
い
る
辞
書
も
あ
っ
た
。
毎

年
必
ず
起
こ
り
、
か
つ
人
々
に
プ
ラ

ス
の
影
響
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
な
る
ほ
ど
、
洪
水
よ
り
「
大
水
」

写真：丘陵地に設置されたトイレ。約1メートル四方の広さを
防水シートで囲み、ジッパーで出入口を開閉する。

便座の下には約3メートルの穴が掘ってある。

プロジェクトの現場から
message from the field

人々の暮らしと
　　　　　　言葉

　新井 綾香

カムアン事業担当

ラオスラオス

と
読
ん
だ
方
が
し
っ
く
り
く
る
。

　
〇
五
年
、
カ
ム
ア
ン
で
も
う
一
つ

話
題
と
な
っ
た
も
の
が
ゴ
ム
植
林

だ
。
現
金
収
入
を
得
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
村
人
の
間
で
も
ク
チ
コ
ミ

で
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ゴ
ム
の
木

は
ラ
オ
ス
語
で
「
ヤ
ー
ン
パ
ラ
ー
」

と
い
う
（
ヤ
ー
ン
は
ゴ
ム
と
い
う
意
味
）
。

し
か
し
、
こ
の
ヤ
ー
ン
パ
ラ
ー
を

か
け
こ
と
ば

掛
詞
で
「
ヤ
ー
ン
（
＝
怖
い
）
パ
ラ
ッ

（
＝
病
気
）
」
と
呼
ん
で
い
る
一
部
の
村

人
が
存
在
す
る
。
植
林
作
業
は
辛

く
、
続
け
て
い
た
ら
病
気
に
な
る

「
病
気
が
怖
い
木
」、
と
い
う
意
味
ら

し
い
。
ち
な
み
に
、
植
林
で
名
高
い

ユ
ー
カ
リ
は
「
ユ
ー
カ
ッ
（「
リ
」
が
発

音
さ
れ
な
い
）
」
、
「
ず
ー
っ
と
不
足
す

る
＝
植
え
て
も
何
も
採
れ
な
い
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
（
植
林
で
は
な
い
天
然
の

森
で
は
、
タ
ケ
ノ
コ
や
薬
草
、
小
動
物
な
ど

森
の
恵
み
が
沢
山
採
れ
、
人
々
は
そ
の
恩
恵

を
受
け
生
活
し
て
い
け
る
）
。

　
「
人
々
の
暮
ら
し
と
言
葉
は
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
」、
カ
ム
ア
ン

に
来
て
、
そ
れ
を
常
々
感
じ
る
。
一

つ
の
単
語
の
中
に
も
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を

知
る
こ
と
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
本
業
で
あ

る
農
村
開
発
を
行
な
う
上
で
も
鍵
に

な
る
。
そ
う
思
い
な
が
ら
も
、
ラ
オ

ス
語
の
習
得
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る

毎
日
だ
。

「ポスト・冬」対策

　下田 寛典

緊急支援担当

パキスタン地震パキスタン地震　
〇
五
年
十
月
八
日
に
起
き
た
パ
キ

ス
タ
ン
地
震
で
は
、
七
万
八
千
人
を

超
え
る
犠
牲
者
が
生
じ
、
三
百
五
十

万
人
も
の
人
々
が
家
を
失
っ
た
。
Ｊ

Ｖ
Ｃ
は
、
十
月
半
ば
に
被
災
地
に
向

か
い
、
第
一
次
支
援
と
し
て
パ
キ
ス

タ
ン
北
西
辺
境
州
バ
ラ
コ
ッ
ト
に
て

毛
布
と
テ
ン
ト
用
資
材
を
約
三
百
家

族
分
配
布
し
た
。

　
現
在
、
第
二
次
支
援
と
し
て
現
地

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｏ

（Sustainable Peace A
nd D

evelopm
ent

O
rganization

）
と
協
力
し
、
北
西
辺
境

州
バ
タ
グ
ラ
ム
で
簡
易
ト
イ
レ
の
設

置
を
実
施
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
設
置

支
援
の
目
的
は
、
衛
生
環
境
の
整
備

だ
。
現
在
、
現
地
で
は
気
温
が
零
下

ま
で
下
が
り
防
寒
対
策
が
急
が
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
冬
が
終
わ
り
春
が

来
れ
ば
、
今
度
は
気
温
が
ぐ
ん
ぐ
ん

上
が
り
、
衛
生
環
境
の
悪
化
が
予
想

さ
れ
る
。
密
集
し
た
テ
ン
ト
暮
ら
し

の
中
で
、
衛
生
環
境
を
今
か
ら
整
備

す
る
の
は
、「
ポ
ス
ト
・
冬
」
対
策
で

も
あ
る
。

　
十
二
月
に
活
動
地
を
訪
れ
て
み
る

と
、
緩
や
か
な
丘
陵
地
に
テ
ン
ト
の

群
れ
が
広
が
っ
て
い
た
。
標
高
の
高

い
山
岳
地
帯
か
ら
親
類
を
頼
り
に
下

山
し
て
き
た
人
々
も
い
る
。
住
民
に

話
を
聞
く
と
、
夜
な
夜
な
外
に
出
か

け
て
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
る
女
性
も
い

る
と
い
う
。
男
性
は
木
陰
で
ト
イ
レ

を
済
ま
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
女

性
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
窮
屈
な
テ

ン
ト
暮
ら
し
を
続
け
る
中
で
も
、
最

低
限
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
五
十
基
の
ト
イ
レ
を

設
置
し
た
が
、
元
々
こ
の
地
の
人
々

に
ト
イ
レ
を
使
う
習
慣
が
な
か
っ
た

た
め
か
、
設
置
し
た
ト
イ
レ
が
綺
麗

に
保
た
れ
て
い
な
い
な
ど
管
理
上
の

問
題
が
見
え
て
き
た
。
一
方
で
、
綺

麗
に
保
た
れ
て
い
る
ト
イ
レ
に
は
、

木
で
補
強
し
た
り
、
中
に
タ
オ
ル
掛

け
を
作
る
な
ど
、
住
民
自
身
に
よ
る

創
意
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
ま

だ
ま
だ
課
題
が
多
い
が
、
住
民
自
身

の
工
夫
に
は
生
活
復
旧
の
息
吹
を
感

じ
た
。
今
後
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｄ

Ｏ
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
衛
生
教

育
を
導
入
し
、
女
性
も
安
心
し
て
使

え
る
ト
イ
レ
の
管
理
体
制
を
整
え
て

い
く
。
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私
た
ち
が
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
の

高
岩
震
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
は
、
ベ

ト
ナ
ム
中
部
フ
エ
省
で
農
村
開
発
活

動
を
始
め
て
間
も
な
く
の
頃
で
し

た
。
高
岩
さ
ん
は
九
三
年
か
ら
の
十

年
間
に
六
回
も
足
を
運
び
写
真
を
撮

り
続
け
ま
し
た
。
自
分
で
バ
イ
ク
を

走
ら
せ
、
悪
路
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
中
に
入

り
込
ん
で
、
そ
の
素
顔
を
撮
り
続
け

た
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
の
活

動
が
進
行
し
て
い
た
ま
さ
に
そ
の
頃

の
人
々
が
、
風
景
が
、
こ
の
写
真
集

の
中
に
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
人
が
生

き
い
き
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

喧
騒
と
笑
い
声
と
動
物
た
ち
の
鳴
き

声
が
う
る
さ
い
ほ
ど
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
汗
臭
さ
と
ヌ
ク
マ
ム
の
臭
い
が

し
て
き
ま
す
。
必
死
で
働
い
て
い

る
、
し
か
し
な
ん
と
希
望
に
あ
ふ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
わ
り
、
復
興

に
人
々
は
奮
い
立
ち
、
平
和
の
中
で

　JVCの現地代表ともなると、対外

業務として、日本人、外国人を問わ

ず、様々な人々とのお付き合いがで

てくる。政府との契約交渉、資金支援

の依頼、NGO間の情報ネットワーク

の構築などなど、JVCラオスの団体

価値を高めながらプロジェクトを運

営するための重要な任務である。そ

して、そのような対外業務に非常に

重要な役割を果たしているのが、息

子の穣司（じょうじ・5歳）である。
かいわい

　このビエンチャン界隈では、私自

身について、大変悔しいことに「名

村」の名前ではなく「穣司のパパ」と

ラオス事務所現地代表　名村 隆行

スタッフのひとりごとスタッフのひとりごと

い　ま

写真集『生者の側　ベトナム・解放30年の現在』

高岩 震・写真　影書房　2000円＋税

イラスト／かじの 倫子

みるよむきくみるよむきく

暮
ら
し
を
立
て
直
す
そ
の
喜
び
。
社

会
主
義
政
権
を
維
持
し
つ
つ
、
世
界

に
門
戸
を
開
け
、
自
由
経
済
に
突
入

し
始
め
た
ば
か
り
の
ベ
ト
ナ
ム
。
ま

だ
政
府
は
外
国
人
に
警
戒
の
目
を
光

ら
せ
、
自
由
に
動
く
こ
と
、
特
に
農

村
に
は
勝
手
な
訪
問
を
許
さ
れ
な

か
っ
た
時
代
で
す
。
外
国
人
の
私
た

ち
が
農
民
と
話
す
こ
と
は
難
し
く
、

活
動
の
中
で
の
村
人
と
の
話
し
合
い

も
、
西
側
の
思
想
を
触
れ
込
ん
で
い

る
と
疑
わ
れ
た
時
期
。
夜
は
暗
く
、

国
営
ス
ー
パ
ー
に
は
同
じ
物
し
か
並

ん
で
い
な
い
時
代
で
し
た
。

　
北
と
南
に
分
か
れ
て
の
ベ
ト
ナ
ム

人
同
士
の
戦
い
は
、
後
々
ま
で
人
々

の
心
の
中
に
深
刻
な
影
響
を
残
し
て

い
ま
す
。
フ
エ
は
南
北
に
伸
び
る
ベ

ト
ナ
ム
の
真
中
に
あ
り
、
激
戦
地
の

一
つ
で
し
た
。
戦
争
が
終
わ
り
平
和

に
な
っ
て
も
南
に
つ
い
た
人
々
は
冷

遇
さ
れ
、
つ
ら
い
思
い
を
い
だ
い
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
複
雑
な
思
い
で

生
き
て
い
る
人
々
の
は
ず
で
す
が
、

そ
れ
で
も
皆
必
死
で
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
を
立
て
直
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
ベ
ト
ナ
ム
は
、
急
激
に
変

貌
を
と
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
集

は
解
放
三
十
年
の
時
代
を
記
録
し
た

貴
重
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
元
ス
タ
ッ
フ
　
伊
藤 

幸
子
）

うちの外交部長

して広く周知されている。「あー、穣

司君のパパだったんですかー」とい

う声を、今まで何回聞いたことか。穣

司はインターナショナル幼稚園に

通っており、ここに来る子どもは国

際機関や大使館、NGOなどで親が働

いているケースが多い。どうやら、穣

司はそこで知名度を上げているよう

である。ラオス人の子ども好きのせ

いか、はたまた本人自身も交渉上手

なのか、お金なんてぜんぜん持って

ないくせに、外に遊びに行くたびに、

アイスかお菓子を片手に家にかえっ

てくる。夕方に、ご近所の子どもたち

の家に出かけて行き、夕御飯を食べ

てかえってくることも度々である。

おかげで、家族ぐるみのお付き合い

もでてくるし、仕事も円滑に進むよ

うになる。

　「子はかすがい」と言うが、まさか

対外業務のかすがいになるとは予想

もしていなかった。今度、難航極まる

ラオス政府との交渉に連れて行こう

かと画策している。
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る
シ
ス
テ
ム
に
変
更
し
た
。（
　
　
）

技
術
学
校

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
て
自
動
車
修
理
を

学
ぶ
職
業
訓
練
校
と
付
設
整
備
工
場

の
運
営
強
化
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
校
は
通

常
の
運
営
を
継
続
。
移
転
先
は
地
質

調
査
も
設
計
も
進
展
な
し
。
シ
ア

ヌ
ー
ク
ビ
ル
校
は
再
開
の
可
能
性
を

見
極
め
中
。
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
運
輸

局
は
、
同
校
の
施
設
を
活
用
し
、
交

通
安
全
研
修
を
二
回
実
施
。（
米
倉
）

調
査
研
究
・
政
策
提
言

　
薬
草
の
栽
培
・
促
進
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｄ
活
動
地
で
の
環
境
教
育
の
一
環
に

取
り
入
れ
る
方
向
で
準
備
中
。

　
ラ
タ
ナ
キ
リ
県
先
住
民
族
の
共
有

林
管
理
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
プ

ノ
ン
ペ
ン
で
の
総
務
・
会
計
補
佐
継

続
。
十
二
月
十
日
の
人
権
デ
ー
の
集

会
で
政
府
批
判
が
あ
っ
た
と
し
て
、

実
行
委
員
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
理
事
長

が
拘
留
さ
れ
た
た
め
、
情
報
収
集
及

び
発
信
。（
米
倉
）

持
続
的
農
業
と
農
村
開
発(
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ)

　
安
全
な
水
や
食
糧
の
確
保
を
目
指

し
て
九
四
年
か
ら
活
動
。
十
一
月
の

中
間
レ
ビ
ュ
ー
で
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
に
関
し
て
見
直
し
を
実
施
し
て

い
る
。
農
民
の
自
発
的
活
動
に
任
せ

て
き
た
コ
メ
銀
行
、
牛
銀
行
、
女
性

相
互
扶
助
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
対
し

て
、
帳
簿
管
理
や
グ
ル
ー
プ
運
営
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
よ
り
自

立
的
な
活
動
を
目
指
す
。（
　
　
）

資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー(

Ｔ
Ｒ
Ｃ)

　
持
続
的
農
業
や
農
村
開
発
に
従
事

す
る
人
々
に
資
料
や
情
報
を
提
供
す

る
た
め
に
九
五
年
か
ら
運
営
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
手
作
業
で
行
な
っ
て

い
た
本
の
貸
出
し
記
録
に
関
し
て
、

一
月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理
す

JVC PROJECTS

C
A
M
B
O
D
IA

カ
ン
ボ
ジ
ア

T
H
A
IL
A
N
D

タ
イ

地
場
の
市
場
づ
く
り

　
タ
イ
東
北
部
コ
ン
ケ
ン
で
は
、
地

域
循
環
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出

す
た
め
に
、
地
場
の
市
場
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
始

ま
っ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
評

価
を
行
な
っ
た
。
評
価
会
議
に
は
市

場
委
員
会
、
生
産
者
会
員
、
消
費
者

代
表
、
公
衆
衛
生
局
職
員
な
ど
が
参

加
し
た
。
評
価
を
通
じ
て
「
以
前
は
、

市
場
は
買
い
に
行
く
場
所
で
あ
っ
て

自
分
た
ち
が
販
売
す
る
場
所
と
い
う

概
念
は
無
か
っ
た
」「
市
場
を
通
じ

て
消
費
者
と
知
り
合
い
、
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
、
今
後
も
彼
ら
自
身

で
市
場
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う

考
え
が
確
認
さ
れ
た
。（
松
岡
）

農
村
で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
開
発
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
関
心
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
タ
イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

活
動
す
る
農
村
（
有
機
農
家
）
で
生

活
し
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
。
第
十
期

生
の
二
名
が
約
半
年
間
の
タ
イ
滞
在

を
終
え
て
帰
国
し
た
。
帰
国
報
告
会

に
お
い
て
、
タ
イ
の
農
村
で
考
え
た

こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
た
。

八
年
間
続
い
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

《 

開
発
協
力 

》

こ
れ
を
も
っ
て
終
了
す
る
。（
倉
川
）

ス
マ
ト
ラ
島
沖
津
波
被
災
地
支
援

　
被
災
地
で
あ
る
タ
イ
南
部
六
県
を

対
象
に
復
興
支
援
活
動
を
実
施
。
被

災
し
た
雇
用
主
の
下
で
働
い
て
い
た

外
国
人
労
働
者
（
主
に
ビ
ル
マ
人
）

は
、
生
計
手
段
を
取
り
戻
せ
ず
復
興

が
遅
れ
て
い
る
。
タ
イ
で
活
動
す
る

ビ
ル
マ
人
支
援
団
体
と
協
力
し
、
雇

用
と
居
住
の
安
定
の
た
め
に
パ
ン

ガ
ー
県
タ
ク
ア
パ
郡
で
短
期
滞
在
用

の
住
宅
の
建
設
を
始
め
た
。（
堤
）

森
林
保
全

ま
つ

　
こ
の
時
期
、
森
の
精
霊
を
祀
る

「
森
開
き
」
の
儀
式
が
村
々
で
行
な

わ
れ
た
。
村
人
は
、
酒
や
鶏
、
も
ち

米
を
奉
納
し
て
、
一
年
の
健
康
や
豊

作
を
祈
願
す
る
。
村
人
と
森
の
精
神

的
な
関
わ
り
を
紹
介
す
る
た
め
、
テ

レ
ビ
局
の
協
力
で
こ
の
儀
式
を
撮
影

し
、
ラ
オ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
す
る
予
定
。

L
A
O
S

ラ
オ
ス

S
O
U
T
H
 A
F
R
IC
A

南
ア
フ
リ
カ

農
村
開
発
（
東
ケ
ー
プ
州
カ
ラ
地
区
）

　
安
定
し
た
食
料
生
産
と
農
村
地
域

の
復
興
を
目
指
し
て
、
環
境
保
全
型

農
業
の
研
修
と
普
及
を
行
な
っ
て
い

る
。
十
一
月
に
実
施
し
た
篤
農
家

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
七
ヵ
村
か
ら
農

民
が
参
加
し
、
各
農
民
の
実
践
を
紹

介
し
あ
っ
た
。
十
二
月
に
は
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
、
環
境
を
考
え
る

体
験
学
習
を
実
施
し
た
。
自
然
の
循

環
を
考
え
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ

V
IE
T
 N
A
M

ベ
ト
ナ
ム

農
村
開
発
（
ホ
ア
ビ
ン
省
）

　
〇
四
年
か
ら
延
長
期
に
入
っ
た
本

事
業
で
は
持
続
的
農
業
と
環
境
保
全

に
関
す
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
ア

ヒ
ル
（
合
鴨
）
水
稲
同
時
作
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
に
関
し
て
、
日
本
で
合

鴨
水
稲
同
時
作
を
実
践
し
て
い
る
古

野
ご
夫
妻
を
招
き
、
タ
ン
ラ
ッ
ク
郡

の
二
村
に
お
い
て
事
業
の
成
果
と
課

題
を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
経
験
交

流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
た
。

郡
行
政
、
各
専
門
機
関
、
近
隣
村
か

ら
九
十
人
以
上
が
出
席
し
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。（
伊
能
）

自
然
資
源
管
理
（
ソ
ン
ラ
省
）

　
住
民
が
自
然
資
源
を
活
か
し
な
が

ら
生
活
改
善
を
目
指
す
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
る
。
今
年
度
は
三
ヵ
年

計
画
の
中
間
年
に
当
た
り
、
住
民
や

行
政
関
係
者
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の

活
動
評
価
を
行
な
っ
た
。
活
動
当
初

か
ら
始
め
た
共
有
林
は
立
派
に
育

ち
、
住
民
が
自
分
た
ち
の
財
産
と
し

て
管
理
し
て
い
る
点
は
高
く
評
価
さ

れ
た
が
、
今
後
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
意
見
が
ま
だ
集
約
さ
れ
て
お
ら
ず

今
後
の
課
題
と
さ
れ
た
。（
栗
原
）

　
十
二
月
末
に
は
土
地
森
林
委
譲
を

担
当
す
る
行
政
官
を
集
め
、
こ
れ
ま

で
の
土
地
森
林
委
譲
の
問
題
点
と
今

後
の
解
決
策
を
探
る
た
め
の
会
議
を

開
催
し
た
。（
名
村
）

複
合
農
業
・
生
活
改
善

か
ん
が
い

　
灌
漑
の
あ
る
村
で
は
乾
季
米
の
田

植
え
が
始
ま
っ
た
。
十
二
月
、
セ
バ

ン
フ
ァ
イ
郡
に
て
幼
苗
一
本
植
（
Ｓ

Ｒ
Ｉ
）
の
試
験
栽
培
を
開
始
し
た
。

田
植
え
時
、
一
本
で
あ
っ
た
苗
の
分

結
が
進
み
、
現
在
八
本
に
ま
で
増
え

た
。
コ
メ
銀
行
は
三
村
で
開
始
。
米

倉
を
建
設
し
、
元
本
と
な
る
米
の
搬

入
を
終
え
、
村
ご
と
に
借
米
時
の
利

子
な
ど
規
則
を
作
成
し
た
。
井
戸
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
三
村
で
掘
削

及
び
セ
メ
ン
ト
リ
ン
グ
づ
く
り
を
続

け
て
い
る
。（
名
村
）
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《 

緊
急
対
応 

》

A
F
G
H
A
N
IS
T
A
N

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

女
性
と
子
ど
も
の
健
康
改
善
支
援

◎
診
療
所
支
援
／
現
場
で
の
指
導
や

IR
A
Q

イ
ラ
ク

他
郡
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
見
学
を
通
じ
て

診
療
所
ス
タ
ッ
フ
の
運
営
能
力
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。
男
女
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
に
も
三
地

域
で
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

◎
女
性
医
療
従
事
者
養
成
コ
ー
ス
／

支
援
品
の
規
格
や
数
量
が
確
定
。
年

度
末
に
は
購
入
の
見
込
み
で
あ
る
。

◎
伝
統
産
婆
の
職
能
向
上
研
修
／
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
範
囲
を
産
婆
か
ら
妊

産
婦
や
乳
児
を
抱
え
た
家
族
に
拡
大

し
た
。
技
術
補
完
研
修
も
毎
月
実
施

し
て
い
る
。

◎
安
全
な
水
の
供
給
と
衛
生
教
育
／

開
始
か
ら
半
年
経
ち
、
先
発
の
ゴ

シ
ュ
タ
郡
で
は
予
定
数
四
十
五
の
内

す
で
に
四
十
の
井
戸
が
完
成
ま
た
は

掘
削
中
。
二
月
に
、
支
援
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
管
轄
地
域
シ
ェ
ワ
郡
ゴ
レ
ー
ク

集
合
村
で
新
た
に
井
戸
掘
り
と
衛
生

教
育
を
開
始
す
る
。（
谷
山
）

シ
ギ
高
等
女
学
校
支
援

　
支
援
す
る
椅
子
・
机
は
三
月
初
旬

に
納
入
の
見
込
み
。
日
本
の
女
子
中

高
生
か
ら
の
生
徒
宛
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
た
。（
谷
山
）

政
策
提
言
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　『
軍
事
文
化
か
ら
の
脱
却
』
と
題

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
日
本
で
開

催
。
武
装
解
除
や
軍
に
よ
る
人
道
支

援
活
動
に
対
す
る
問
題
提
起
を
行

な
っ
た
。

　
近
く
開
か
れ
る
復
興
支
援
国
会
議

に
向
け
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
有
志
で
提
言
書
を

ガ
ン
・
白
血
病
医
療
支
援

　
現
地
調
整
員
の
原
が
一
時
帰
国
。

イ
ラ
ク
国
内
の
各
医
療
機
関
の
医
薬

品
ニ
ー
ズ
に
関
し
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
参

加
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｍ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
と

情
報
共
有
を
行
な
っ
た
。
帰
国
中
の

二
ヵ
月
間
で
Ｊ
Ｉ
Ｍ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
よ
り

イ
ラ
ク
国
内
の
病
院
に
対
し
て
行
な

わ
れ
た
抗
ガ
ン
剤
な
ど
の
医
薬
品
支

援
は
合
計
で
八
万
ド
ル
（
約
一
千
万

円
）
に
相
当
す
る
。

　
日
本
各
地
の
集
会
に
参
加
・
報
告

す
る
機
会
を
通
じ
て
、
議
会
選
挙
や

憲
法
の
制
定
な
ど
に
よ
っ
て
「
民
主

化
」
の
進
む
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に

復
興
の
進
ま
な
い
イ
ラ
ク
の
実
情
と

問
題
点
を
伝
え
た
。（
原
）

幼
稚
園
児
栄
養
改
善
支
援

　
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
共
同
で
ガ
ザ
地
区

の
五
百
人
の
幼
稚
園
児
に
西
岸
地
区

で
生
産
さ
れ
た
長
期
保
存
可
能
な
牛

乳
と
鉄
分
強
化
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
提
供

し
て
い
る
。
ガ
ザ
地
区
の
社
会
状
況

は
混
乱
が
続
い
た
が
、
物
資
の
運
搬

や
補
助
食
の
配
布
は
滞
り
な
く
実
施

で
き
て
い
る
。（
藤
屋
）

ト
ラ
ウ
マ
を
持
つ
子
ど
も
の
ケ
ア

　
重
度
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
症
候
群
）
・
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え

る
子
ど
も
た
ち
に
教
育
と
治
療
を
提

供
す
る
「
ホ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
し
、
言
語
・
音

楽
療
法
を
支
援
し
て
い
る
。
言
語
領

域
の
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
は

多
く
、
個
別
治
療
に
よ
っ
て
言
語
表

現
や
理
解
力
が
高
ま
り
教
育
や
治
療

の
効
果
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。（
藤
屋
）

信
頼
醸
成
の
た
め
の
活
動
支
援

　�

「
人
権
の
た
め
の
医
師
団-

イ
ス

ラ
エ
ル
」
と
「
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
救

援
協
会
」
が
協
働
し
て
行
な
う
、
ヨ

ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
無
医
村
で
の

巡
回
診
療
に
参
加
し
た
。
ナ
ブ
ル
ス

近
郊
の
村
は
、
検
問
所
に
よ
り
人
々

の
移
動
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
隣
接

す
る
都
市
部
か
ら
遮
断
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
占
領
政
策
に
抗
議
す

P
A
L
E
S
T
IN
E

パ
レ
ス
チ
ナ

る
た
め
、
地
道
な
医
療
・
人
権
活
動

を
今
後
も
続
い
て
い
く
（
田
村
）

て
、
子
ど
も
た
ち
は
自
然
と
共
生
す

る
こ
と
を
学
ん
だ
。（
小
林
）

子
ど
も
の
教
育
支
援

　
　
　（
ジ
ョ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
市
）

　
オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
地
区
で
地
域

住
民
が
運
営
す
る
テ
ボ
ホ
障
害
児

ホ
ー
ム
を
支
援
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ

フ
研
修
の
成
果
が
見
ら
れ
、
施
設
運

営
や
会
計
管
理
な
ど
は
改
善
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
他
の
障
害
児
ホ
ー
ム

や
障
害
児
学
校
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。（
津
山
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
リ
ン
ポ
ポ
州
）

　
南
ア
北
部
の
農
村
地
域
で
、
現
地

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ａ
Ｐ
と
協
力
し
、

予
防
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
へ
の
支
援
、

在
宅
介
護
、
エ
イ
ズ
遺
児
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
二
十
二
ヵ
村
で
実
施

し
た
在
宅
介
護
の
現
状
調
査
で
は
、

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
継
続
し
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
最
低
限
の
介
護
用

品
の
提
供
の
必
要
性
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
組

織
強
化
や
年
間
計
画
作
成
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
な
っ
た
。（
青
木
）

K
O
R
E
A

コ
リ
ア

太
陽
光
発
電
支
援
に
関
す
る
調
査

　
十
二
月
の
訪
朝
の
際
に
故
障
が
認

め
ら
れ
た
テ
ガ
ン
協
同
農
場
の
太
陽

光
発
電
機
の
修
理
を
行
な
っ
た
。
朝

鮮
国
家
科
学
院
の
技
術
者
の
協
力
に

よ
り
、
〇
二
年
に
設
置
し
た
機
器
を

修
理
し
た
ほ
か
、
古
く
な
っ
た
バ
ッ

テ
リ
ー
を
交
換
し
た
。（
寺
西
）

S
U
D
A
N

ス
ー
ダ
ン

井
戸
づ
く
り
支
援
（
ダ
ル
フ
ー
ル
）

　
十
二
月
に
ス
ー
ダ
ン
を
訪
問
し
、

協
力
団
体
「
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
リ

リ
ー
フ
」
と
協
議
し
た
。
治
安
情
勢

悪
化
の
た
め
ダ
ル
フ
ー
ル
に
は
足
は

運
べ
な
か
っ
た
が
、
資
材
調
達
な
ど

の
準
備
は
完
了
し
て
い
る
の
で
、
今

後
は
治
安
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
実

施
時
期
を
判
断
す
る
。（
岩
間
）

南
部
支
援
調
査

　
故
郷
に
帰
っ
て
い
く
難
民
に
対
し

て
国
連
に
よ
る
輸
送
支
援
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
帰
還
に
使
用
さ
れ
る
車
輌

の
整
備
・
修
理
を
担
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。（
岩
間
）

作
成
し
日
本
政
府
に
提
出
。（
谷
山
）

P
A
K
IS
T
A
N
 / IN

D
IA

パ
キ
ス
タ
ン
／
イ
ン
ド

大
地
震
被
災
地
支
援

　
地
震
発
生
直
後
の
第
一
次
支
援
に

続
き
、
現
在
第
二
次
支
援
を
バ
タ
グ

ラ
ム
に
て
実
施
。
冬
を
越
し
た
後
の

衛
生
環
境
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
ト

イ
レ
設
置
を
進
め
て
い
る
。（
下
田
）

(

※
詳
細
は
本
誌
十
ペ
ー
ジ
を
参
照)
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黒
人
学
校
で
白
人
の
言
語
が
強

制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま

で
も
差
別
と
抑
圧
を
受
け
て
き
た

黒
人
の
若
者
た
ち
の
怒
り
が
爆
発

し
た
。
七
六
年
六
月
十
六
日
、
南
ア

フ
リ
カ
（
以
下
、
南
ア
）
最
大
の
黒

人
居
住
区
ソ
ウ
ェ
ト
で
始
ま
っ
た

た
た
か
い
は
、
全
土
に
広
が
っ
た
。

　
十
年
後
、
私
は
ソ
ウ
ェ
ト
の
女

性
作
家
ミ
リ
ア
ム
・
ト
ラ
ー
デ
ィ

の
小
説
『
ア
マ
ン
ド
ラ 

ソ
ウ
ェ
ト

蜂
起
の
物
語
』
を
中
心
に
修
士
論

文
を
書
き
な
が
ら
、
反
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。

南
ア
国
内
で
の
た
た
か
い
は
泥
沼

化
し
、
内
戦
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体

制
が
打
倒
さ
れ
、
南
ア
の
状
況
は

大
き
く
変
わ
っ
た
。
ソ
ウ
ェ
ト
蜂

起
か
ら
二
十
年
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
運
動
で
知
り
合
っ
た
津
山
直

子
さ
ん
を
た
よ
っ
て
南
ア
を
訪
問
、

私
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
応
援
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
初
め
て
ソ
ウ
ェ

ト
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　 

『
ア
マ
ン
ド
ラ
』
は
出
版
直
後
に

発
禁
に
な
っ
て
お
り
、
南
ア
文
学
を

手
に
す
る
余
裕
の
な
い
ソ
ウ
ェ
ト

住
民
の
多
く
が
ト
ラ
ー
デ
ィ
の
存

在
す
ら
知
ら
な
い
こ
と
は
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
。
作
品
で
は
地
域
の
人
々

の
つ
な
が
り
が
い
か
に
社
会
を
変

革
し
て
い
く
か
が
描
か
れ
て
お
り
、

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
今
な
お
新
鮮

で
あ
る
。
昨
年
に
は
南
ア
で
も
再
刊

さ
れ
た
。

　
ソ
ウ
ェ
ト
蜂
起
か
ら
三
十
年
。
私

の
関
わ
る
「
関
西
・
南
部
ア
フ
リ
カ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
連
続
公
開
学

習
会
を
企
画
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

活
動
を
津
山
さ
ん
に
報
告
し
て
い

た
だ
き
、
写
真
家
の
ビ
ク
タ
ー
・
マ

ト
ム
さ
ん
に
は
ソ
ウ
ェ
ト
で
の
写

真
教
室
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
く
。
私
た
ち
は
、
日
本
人
が

「
名
誉
白
人
」
と
し
て
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
に
加
担
し
て
い
た
こ
と
を
忘

れ
ず
、
南
ア
で
た
た
か
い
続
け
て

い
る
人
た
ち
と
今
後
も
つ
な
が
っ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

会
員
登
場
！
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〈
大
阪
府
〉
佐
竹 

純
子

Ｊ
Ｖ
Ｃ
南
ア
フ
リ
カ

      

　
　
　
　
と
と
も
に

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
カ
レ
ン
ダ
ー
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
も
二
万
二
千
部
ほ
ど

の
ご
注
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
の

傾
向
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご
利
用
が
増
え

て
い
る
こ
と
。
お
一
人
で
二
部
三
部
ど
こ

ろ
か
、
十
部
、
二
十
部
、
な
か
に
は
百
部

近
く
も
ご
注
文
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
方
々
に
勧

め
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
。

　
あ
り
が
た
い
と
い
え
ば
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
受
注
・
発
送
を
引
き

受
け
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
。
二
万
数
千
部
と

い
う
、
見
上
げ
れ
ば
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
量
の
カ
レ
ン
ダ
ー
（
ち

な
み
に
一
部
四
百
グ
ラ
ム
だ
か
ら
、
合
計
十
ト
ン
ほ
ど
！
）。
こ
れ

を
毎
日
毎
日
、
注
文
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
、
請
求
書
を
書

き
、
梱
包
し
て
発
送
。
多
く
の
収
益
を
活
動
費
に
充
て
ら
れ
る
の

も
、
二
十
人
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
、
そ
し

て
な
に
よ
り
六
千
人
ほ
ど
の
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

　
〇
七
年
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
ひ
と
ま
わ

り
小
さ
く
、
重
量
も
軽
く
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
管
洋
志
さ
ん
の
写

真
で
作
製
し
ま
す
。引
き
続
き
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局
　
荻
野 

洋
子
）

　『
舞
台
の
上
で
感
じ
た
の
は
、
今
こ
の
場
に
立

て
て
い
る
こ
と
へ
の
「
感
謝
」
で
し
た
。
合
唱
の

舞
台
に
立
っ
た
の
は
数
十
回
を
超
え
ま
す
が
、

「
知
ら
な
い
誰
か
」
を
思
っ
て
歌
う
の
は
初
め
て

で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
公
演
の
参
加
の
お
陰
で
、
音
楽
の
世
界

Ｊ
Ｖ
Ｃ
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　

　
　
　
　
二
〇
〇
五
が
終
わ
り
ま
し
た

おかげさまで…

22,000部。

連
続
公
開
学
習
会

「
南
ア
フ
リ
カ
と
私
た
ち
」

日
時
　
二
月
四
日
〜
六
月

　
　
　
　
　
二
十
四
日
／
全
五
回

会
場
　
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

主
催
・
連
絡
先

　
　
　
関
西
・
南
部
ア
フ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

         T
EL/FA

X
 : 06-6723-0929

J V C 国際協力カレンダー 2 0 0 6
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募金にご協力ありがとうございます

JVCの活動は、皆さまの募金に支えられています。

�　パキスタン大地震の被災地を訪問した。

発生から既に3ヵ月以上経っているものの、

朝晩は氷点下になる丘陵地で、テントでの

過酷な避難生活がいまだに続いていた。そ

んな中、ほっとしたことがある。テントの

中に、断食明けのお祭り用にあつらえた色

鮮やかな女の子の衣装が飾ってあったの

だ。美しいものを求める気持ちは、瓦礫に

囲まれた被災地でも失われていない。（広）

無指定

タイ

       (津波被害)　

カンボジア

ラオス

ベトナム

南アフリカ

パレスチナ

アフガニスタン

北朝鮮

イラク

スーダン

パキスタン地震

調査研究

2,150,171円

0円

816,066円

4,000円

31,000円

1,000円

311,000円

3,013,000円

106,600円

2,000円

245,756円

10,000円

11,006,082円

0円

2,286,413円

151,500円

138,000円

29,000円

186,850円

108,409円

212,585円

3,085,909円

726,513円

129,000円

311,089円

103,500円

1,933,676円

615,000円

11月 12月

①JVC募金

11月計

12月計

JVCの各国での活動に役立てられます。募金先

をご指定いただくこともできます。

　　口座番号：00190-9-27495

　　加入者名：JVC東京事務所

17,696,675円
10,047,444円

編 集 後 記

11月計

12月計

221,647円 / 29件
396,446円 / 40件

③JVCマンスリー募金

11月計

12月計

銀行や郵便局の口座からの自動引き落としを利

用する手軽な募金方法です。

901,200円 / 780件
904,200円 / 795件

　
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
シ
ェ
ア
と

の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

「
住
民
参
加
型
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
予
防
啓
発
及
び
感
染
者
支
援

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
開
始
に
伴
い
、
昨
年
八
月
か

ら
南
ア
フ
リ
カ
の
リ
ン
ポ
ポ
州
に
駐
在
し
て
い
ま
す
。

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
ス
タ
ッ
フ
八
人
と
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
と
共
に
学
び
あ
い
、
励
ま
し
あ

い
、
そ
し
て
友
人
の
死
に
涙
し
…
、
あ
っ
と
い
う
間
に

五
ヵ
月
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
こ
南
ア
フ
リ
カ
で
「
エ
イ
ズ
」
と
い
う
言
葉
を
聞

か
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
エ
イ
ズ
の
脅
威
に
ど

こ
ま
で
立
ち
向
か
え
る
の
か
、
と
戸
惑
い
つ
つ
も
、
焦

ら
ず
着
実
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
で
す
。【
青
木
は
シ
ェ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
今

回
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
】

JIM-NET 0円 30,000円

青
木 

美
由
紀

南
ア
フ
リ
カ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
の
世
界
を
い
ま
だ
に
豊
か
に
し
続
け
て

く
れ
て
い
ま
す
』 

（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
・
常
盤
佳
子
さ
ん
【
写
真
】）

　
今
回
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
合
唱
団
を
つ
く
っ
て
ニ
年
目
。
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、「
歌
い
や
す
い
環
境
＆
雰
囲
気
づ
く
り
」、「『
歌

声
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
し
て
支
え
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う
」
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。「『
音
楽
』
を

通
し
て
、
国
際
協
力
に
参

加
す
る
」
、
こ
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
公
演
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
企
業
・

団
体
の
方
々
、
指
揮
者
、
演

奏
者
、
合
唱
団
の
皆
さ
ん
、

来
場
者
、
裏
方
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
ン
サ
ー
ト

　 

事
務
局
　
石
川 

朋
子
）

■東京公演。総勢230名の歌声は圧巻！

歌う !　→JVC合唱団事務局・03-3367-2451

聴く・寄付する・裏方で支える !
　　   → JVCコンサート事務局・03-3836-4108

②犬養道子「みどり一本」募金

JVC活動地での環境保全活動に使われます。

　　口座番号：00100-8-212497

　　加入者名：犬養道子「みどり一本」

このコンサート、今年も12月に開催します。
　 あなたはどんな参加になさいますか？

　
海
外
支
援
活
動
と
は
全
く
無
縁

の
私
が
友
人
の
紹
介
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の

経
理
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、

早
三
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
前
職

は
通
関
業
者
で
の
海
外
精
算
、
そ
の
子
会
社
で
の
国
内

経
理
全
般
で
す
。
こ
ち
ら
に
来
て
す
ぐ
に
パ
キ
ス
タ
ン

地
震
が
あ
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
対
応
の
速
さ
と
支
援
の
的
確

さ
に
、
最
初
に
抱
い
た
「
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
た
真
の

支
援
活
動
」
と
い
う
印
象
は
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
の
強
力
な
マ
ン
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ

れ
る
日
々
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格

を
持
続
さ
せ
つ
つ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ

さ
る
方
々
に
よ
り
有
益
な
情
報
を
経
理
の
立
場
か
ら
発

信
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

香
取 
佐
和
子

経
理
担
当



　日本国際ボランティアセンター（Japan International Volunteer Center）は、1980年2月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。JVCの活動目的は、
国際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方と人間関係をつ
くり出そうということにあります。そのため私たちは、自らの意志でJVCに参加し、活動を継続してきました。JVCはボランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任
ある行動をとる」という意味で団体名として使っています。

※本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。
※本誌は再生紙を使用しています。

■JVCでは会員を募集しています。 ■オリエンテーション(説明会)へお越しください。

T
ria
l &
 E
rro
r

一
九
八
二
年
八
月
十
六
日
　
第
三
種
郵
便
物
認
可

二
〇
〇
六
年
二
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
二
百
五
十
一
号
・
隔
月
二
十
日
発
行
）

発
行
人
＝
熊
岡 

路
矢

編
集
人
＝
大
野 

和
興
・
清
水 

俊
弘

編
集
ス
タ
ッ
フ
＝
広
瀬 

哲
子

レ
イ
ア
ウ
ト
＝
細
野 

純
也

発
行
＝
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）　
東
京
事
務
所

　
　
　
〒
一
一
〇
‐
八
六
〇
五  

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一-

二
〇-

六 

丸
幸
ビ
ル
六
階

　
　
　
電
話
﹇
〇
三
﹈
三
八
三
四
‐
二
三
八
八
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹇
〇
三
﹈
三
八
三
五- 

〇
五
一
九

印
刷
＝
ベ
ス
ト
・
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

定
価
＝
五
〇
〇
円
（
税
込
）

暮らし
LIFEWORK ITEMS

道具

76

を彩る

Cambodia

　会員は総会に出席し、JVCの方針などを決定するほか、
情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習会等へ参
加することができます。会員の方には年7回この会報を
お届けします。
　　◎一般会員 10,000円
　　◎学生会員 5,000円
　　◎団体会員 30,000円
　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。

入会のお申し込み、会員の方のメールマガジンのお申し
込み、住所変更などは会員担当へ。
　　s-tera@ngo-jvc.net

■ホームページ
　　http://www.ngo-jvc.net/

■E-mail
　　info@ngo-jvc.net

JVCの活動内容をご紹介しています。お気軽にご参加ください。
（無料。予約不要です）
　　第1月曜日 午後7：00－8：30
　　第2・第4土曜日 午後2：00－3：30
　　※会場はJVC東京事務所です。

会員数 (1月 31日現在 )  合計 1606人
　    ( 正会員  714人　賛助会員  892人 )

（
試
行
錯
誤
）　
二
百
五
十
一
号

素敵な転職先

内戦時に使用されたと思われる軍用ヘルメット。

今は、農家の軒先で小さな花を咲かせる鉢植えに。

（オンスノール郡の村で撮影）
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